
2019.8.5 ●第24号 不定期発行 社会福祉法人鳥取県社会福祉協議会

～あいサポート企業・団体の皆さまへ、あいサポーターの活動やボランティア募集、障がい福祉に関する情報をお届けします～

イベント情報

障がい児・者による複合競技大会
第1３回全日本Challengedアクアスロン皆生大会
登録ボランティア大募集！！
アクアスロン大会とは、障がい児・者の方が自分の力を最大限に発揮し地域で暮らす

事への自信を持ち、日中活動の充実を図る事を目的にしています。

【前夜祭】

○日 時：10月１３日（日）14:00～16:00

○場 所：米子市福祉保健総合センターふれあいの里 大会議室

【本大会】

○日 時：10月１４日（月・祝） 8:30～1４:00（競技開始 9:30～）

○場 所：米子市皆生市民プール、皆生プレイパーク及びその周辺

大会にご参加いただけるアスリート・ボランティアの募集を行っております。詳しい応募方法
など詳細は、アクアスロン皆生大会事務局ホームページをご覧ください。

◆お申込締切：9月2０日（金）必着

◆当日着用して頂くTシャツ代として

1,000円を頂いております。

☆選手の参加も募集中です。
お申込締切：8月3０日（金）必着

※詳しい内容・応募方法につきましては、事務局まで

お問い合わせください。

【お問い合わせ先】

米子市中島2丁目1-33

NPO法人地域活動支援センター おおぞら内

全日本Challengedアクアスロン皆生大会

実行委員会事務局 担当：福岡・西村

電話：0859-34-2556

受付時間（平日 10時～17時）

大会マスコット「アクア」

心の輪を広げる体験作文・障害者週間のポスター 大募集！！
内閣府と都道府県の共催で心の輪を広げる体験作文及び障害者週間のポスターを募集
します！県で最優秀作品に選ばれた作品は内閣府へ推薦されます！

●応募作品

◇心の輪を広げる体験作文

部門：小学生、中学生、高校生、一般の４部門

内容：障がいのある人とない人との

心のふれあい体験をつづったもの

◇障害者週間のポスター

部門：小学生、中学生の２部門

内容：障がいのある人とない人との間の相互理解・交流等を

造形的表現で訴えるもの

●応募期間

◇７月１日（月）～８月３０日（金）必着

詳しい応募方法など詳細は、県障がい福祉課もしくは内閣府の

ホームページをご覧下さい。

アクアスロン皆生大会 検 索

2018年度「障害者週間のポスター」
小学生区分最優秀（内閣総理大臣）賞
「楽しいピアノの音」
富山県 富山市立東部小学校３年
南日 花陽実 さんの作品

鳥取県 体験作文 検 索



【問合せ先】 社会福祉法人鳥取県社会福祉協議会 福祉振興部

電話：0857(59)6344 FAX：0857(59)6340
Eﾒｰﾙ：aisapo＠tottori-wel.or.jp
※掲載した情報等の詳細については、鳥取県社会福祉協議会へお問い合わせください。
また、障がい福祉に関するイベント等の情報提供をいただければ幸いです。

あいサポーター、あいサポート企業・団体の現況
令和元年６月末現在

新たに６の企業・団体が“あいサポート企業・団体”に認定されました！

学校法人かいけ幼稚園、学校法人米子自動車学校、公益社団法人鳥取県人権文化センター、
養護老人ホーム鳥取市なごみ苑、有限会社ひよこカンパニー、境港市議会

（認定番号順/令和元年１月１日～令和元年６月3０日現在）

◆ あいサポーター：４７９,２８９人◆

鳥取 74,326人、島根 46,096人、広島 204,524人、長野 60,536人、奈良 22,217人、

埼玉（富士見市、三芳町、秩父市、横瀬町、皆野町、長瀞町、小鹿野町、狭山市、川口市、和光市) 9,778人、

山口 18,938人、岡山 23,995人、和歌山 10,705人、京都（長岡京市、福知山市）1,923人、

北海道（登別市、苫小牧市）2,479人、神奈川（大和市） 146人、大阪（大阪市、和泉市）1,689人、協力団体等 1,937人

◆ あいサポート企業・団体：1,934企業・団体◆

鳥取 396、島根 178、広島 771、長野 119、奈良 79、埼玉 28、山口 177、岡山 112、

和歌山 26、北海道 46、大阪 0、京都 2、神奈川０

あいサポートメッセンジャー紹介
長きにわたり活動しておられるあいサポートメッセンジャーの取組をご紹介します。

・
障がい者支援施設 敬仁会館 （あいサポート認定企業）

～あいサポートメッセンジャーとして大切にしていること～

●障がい福祉事業所に勤務する私たちにとって、鳥取県発
（初）の「あいサポート運動」を行っていくことは、地域に自分
たちの持っている障がい者支援の知識や力を還元できる取
組だと思っています。

取組みはじめてから数年、色々な場所であいサポート研修を
させて頂き、様々な出会いにも恵まれました。地域の公民
館・ショッピングセンター・高齢者施設の職員さんなど人権研
修の一環として、求められている内容に合わせてお伝えしな
がら、「まずは知ってもらうこと」「誰もが暮らしやすい地域社
会になっていきますように」と願って活動しています。

研修に出かけてみると「こんな時どうしたらいいのかなと思っ
てました。次、同じような事があったら声かけてみますね。」と
か「手話やってみたいなと思ってたんです。」などの言葉を聞
けることも増えてきました。地域住民一人ひとりが、「まず、
自分にできることから」継続して活動していくことが大切だと
思います。

～実践している取組～

●毎年、法人の「はあとまつり」で、あいサポチラシと福祉作
業所のお菓子を配りながら啓発活動を行っています。お祭
りには沢山の子供たちの来場もあるので、指文字で名前を
憶えてもらったりすることで、少しでも興味を持ってもらえる
きっかけになればと取り組んでいます。小さな子供が覚え
た指文字をお母さんに「見て。」と笑顔で教えてあげている
姿をみると、小さなこの活動の積み重ねがきっと地域への
理解につながると感じています。

●当施設のある地域のお祭りにも作業所販売と啓発活動
で参加させてもらっています。地域の方と顔見知りになれる
このような機会に積極的に参加し、まず「障がい者」のこと
を知ってもらう事につながればと考えています。

地域の方に一人でも多く知ってもらえることを目指して、外
部に出かけて行くときにはあいサポのチラシと一緒に、「声
をかけて頂ければどのような少人数の方の集まりでも『出
前講座行ないます』」と連絡先を書いた宣伝ちらしを配布し
ています。「５人とかでもいいの？」と声をかけて下さる方に
は「ぜひ！」とお返事しています。あいサポート運動の取組
みは少しづつですが確実に広がってきていると実感してい
ます。

いしだ るみ ふ くだ みき


